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経
済
学
部
国
際
経
済
学
科

の
公
開
講
座
「
転
換
期
の
新

興
国
経
済
」
（
全
６
回
）
が

５
月
２５
日
か
ら
７
月
６
日
ま

で
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
第
１
回
の
「
独

立
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
模

索
」（
野
部
公
一
教
授
）
を
皮

切
り
に
、
高
い
経
済
成
長
を

続
け
て
き
た
中
国
や
中
東
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
な
ど
の
現

況
を
教
授
陣
が
個
別
に
解

説
。
会
場
は
毎
回
約
１
２
０

人
の
受
講
者
で
埋
ま
っ
た
。

第
３
回
の
「
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
経
済
開
発
の
新
潮
流
―

持
続
可
能
な
成
長
に
向
け

て
」
で
は
、
狐
崎
知
己
教
授

が
日
本
の
輸
入
鶏
肉
の
ほ
と

ん
ど
が
南
米
産
（
ブ
ラ
ジ
ル

９０
％
、チ
リ
約
９
％
）と
い
う

事
実
か
ら
話
を
展
開
。
貿
易

自
由
化
と
民
営
化
で
構
造
改

革
を
進
め
、
中
国
へ
の
資
源

輸
出
を
テ
コ
に
安
定
成
長
を

成
し
遂
げ
た
中
南
米
経
済
の

流
れ
を
説
明
し
た
∥
写
真
。

３３
カ
国
に
５
億
９
０
０
０

万
人
を
擁
す
る
中
南
米
地
域

で
は
貧
困
層
が
３
分
の
１
を

占
め
る
。
所
得
格
差
、
少
子

高
齢
化
、
都
市
の
治
安
悪

化
、
若
者
の
高
失
業
率
と
い

う
四
つ
の
問
題
点
は
中
国
と

共
通
す
る
が
、
特
筆
す
べ
き

は
所
得
格
差
が
中
南
米
で
は

改
善
傾
向
に
あ
る
こ
と
。
こ

こ
１０
年
足
ら
ず
で
貧
困
率
が

約
１０
％
下
が
り
約
６
０
０
０

万
人
が
貧
困
層
を
脱
し
た
計

算
と
い
う
。

「
安
定
成
長
の
結
果
、
所

得
再
分
配
政
策
に
大
き
な
変

化
が
あ
っ
た
」
と
し
て
、
狐

崎
教
授
は
メ
キ
シ
コ
で
始
ま

っ
た
「
条
件
付
き
現
金
給
付

（
Ｃ
Ｃ
Ｔ
）
」
を
紹
介
。
子

ど
も
の
就
学
率
向
上
と
栄
養

改
善
の
た
め
貧
困
層
の
所
得

を
補
て
ん
す
る
も
の
で
、
通

学
や
保
健
所
受
診
の
度
に
ス

タ
ン
プ
を
押
し
、
母
親
に
毎

月
少
額
の
現
金
を
渡
す
仕
組

み
。
現
金
を
使
え
る
自
由
が

母
親
の
自
尊
心
を
育
て
、
教

育
へ
の
理
解
を
生
ん
で
い

る
。将

来
の
中
間
層
育
成
に
向

け
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
は
ブ
ラ
ジ
ル
を

は
じ
め
各
国
に
波
及
し
て
い

る
が
、
先
生
や
教
材
が
不
足

し
課
題
も
多
い
。
昨
年
ま
で

日
本
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
学
会

理
事
長
を
務
め
た
狐
崎
教
授

は
「
東
南
ア
ジ
ア
と
教
育
レ

ベ
ル
の
差
は
大
き
い
。
日
本

に
望
ま
れ
て
い
る
の
は
さ
ら

な
る
教
育
分
野
へ
の
支
援
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

平
安
時
代
前
期
の
有
力
貴

よ
し

み

族
、
藤
原
良
相
（
８
１
３
～

８
６
７
）
の
邸
宅
跡
か
ら
出

土
し
、
昨
年
１１
月
「
最
古
級

の
平
仮
名
発
見
」
と
大
き
く

報
道
さ
れ
た
発
掘
調
査
の
全

貌
が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
人
文
科
学

研
究
所
（
所
長
∥
小
山
利
彦

文
学
部
教
授
）
が
６
月
２２

日
、
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研

究
所
統
括
主
任
の
丸
川
義
広

氏
を
招
い
て
公
開
講
座
を
開

催
。
発
掘
責
任
者
に
よ
る
詳

細
な
報
告
と
考
察
に
、
研
究

者
や
歴
史
フ
ァ
ン
ら
約
１
５

０
人
が
息
を
の
ん
だ
。

調
査
は
２
０
１
１
年
、
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
建
設
に
伴

い
Ｊ
Ｒ
二
条
駅
の
す
ぐ
西

（
京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
）

で
実
施
。
平
安
京
の
「
右
京

三
条
一
坊
六
町
」
の
北
東
部

に
あ
た
り
、
９
世
紀
後
半
の

地
層
か
ら
池
の
跡
、
建
物
の

遺
構
、
平
仮
名
や
漢
字
が
墨

書
さ
れ
た
土
器
約
９０
点
、
高

級
陶
磁
器
、
毛
抜
き
や
火
箸

の
金
属
製
品
な
ど
多
数
の
遺

物
が
出
土
し
た
。

平
仮
名
の
成
立
時
期
が
９

世
紀
後
半
ま
で
５０
年
さ
か
の

ぼ
っ
た
う
え
、
さ
ら
に
下
の

９
世
紀
前
半
の
地
層
か
ら
は

ひ

お
う
ぎ

万
葉
仮
名
が
記
さ
れ
た
檜
扇

や
木
簡
が
出
土
。
漢
字
か
ら

万
葉
仮
名
、
草
仮
名
、
平
仮

名
へ
と
続
く
文
字
史
料
が
す

べ
て
見
つ
か
る
と
い
う
貴
重

な
成
果
を
上
げ
た
。

右
大
臣
を
務
め
た
藤
原
良

相
は
、
摂
関
政
治
の
幕
を
開

け
た
藤
原
良
房
の
弟
。
『
日

本
三
代
実
録
』
に
は
信
心
深

い
文
化
人
と
記
録
さ
れ
る
。

丸
川
氏
は
「
最
大
の
不
思
議

な
発
見
」
と
し
て
全
面
に
細

か
い
平
仮
名
を
記
し
た
高
杯

を
挙
げ
、「『
尊
勝
陀
羅
尼
』

を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
発

音
で
記
し
た
の
で
は
」
と
持

論
を
提
起
。
平
仮
名
の
墨
書

土
器
に
関
し
て
は
、
良
相
の

長
男
と
在
原
業
平
に
深
い
親

交
が
あ
っ
た
と
し
て
「
訪
れ

た
業
平
が
和
歌
遊
び
を
し
た

可
能
性
も
」
と
推
論
し
た
。

文
学
部
の
荒
木
敏
夫
教
授

は
、
絶
頂
期
の
良
相
が
「
応

天
門
の
変
」
で
失
脚
す
る
貞

観
年
間
の
情
勢
を
解
説
。「
東

日
本
大
震
災
を
み
て
も
歴
史

と
自
然
災
害
は
切
り
離
せ
な

い
。
良
相
邸
の
遺
構
か
ら
栄

華
の
証
し
以
外
の
も
の
を
読

み
取
る
努
力
が
必
要
」
と
結

ん
だ
。

公
開
講

座

「
Ｔ
ｈ
ｅ
寺
子

屋
１１
―
初
級
・

中
級
―
」
（
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
主
催
）
が
本
学

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
講
さ
れ
た
∥
写
真
。

５
月
１７
日
か
ら
６
月
２１
日

ま
で
、
全
６
回
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
た
初
級
講
座
は
２４
人

が
受
講
。
西
坂
靖
文
学
部
教

授
が
「
江
戸
の
名
所
案
内
」

を
、
西
澤
美
穂
子
文
学
部
非

常
勤
講
師
が
「
江
戸
の
情
報

書
き
留
め
」
を
題
材
に
、
く

ず
し
字
の
判
読
方
法
な
ど
、

古
文
書
の
読
み
方
を
指
導
し

た
。古

文
書
の
読
み
方
と
近
世

・
近
代
社
会
の
様
子
を
学
ぶ

中
級
講
座
（
５
月
１６
日
～
６

月
２０
日
、
全
６
回
）
は
１９
人

が
受
講
。
瀬
戸
口
龍
一
大
学

史
資
料
課
長
が
「
古
文
書
か

ら
見
る
江
戸
時
代
の
武
蔵
と

相
模
」
、
新
井
勝
紘
文
学
部

教
授
が
「
近
代
の
日
記
・
手

紙
・
記
録
を
読
む
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。

新
井
教
授
は
、
研
究
途
上

で
出
会
っ
た
竹
橋
事
件
や
西

南
戦
争
に
つ
い
て
書
か
れ
た

日
記
を
テ
キ
ス
ト
代
わ
り

に
、
講
座
を
展
開
。「『
比
』

は
『
こ
ろ
』
と
読
み
ま
す
」

な
ど
の
読
み
方
の
指
導
に
加

え
、
地
図
や
研
究
資
料
を
提

示
し
、
時
代
背
景
に
つ
い
て

も
解
説
を
加
え
た
。

最
後
に
「
難
し
い
文
書
を

持
ち
込
み
ま
し
た
が
、
今
後

も
こ
う
い
っ
た
も
の
の
解
読

だ
い

ご

に
挑
戦
し
、
古
文
書
の
醍
醐

み味
に
触
れ
て
ほ
し
い
」
と
受

講
生
に
語
り
か
け
た
。

専
修
大
学
、
専
修
大
学
松
戸

中
学
校
・
高
等
学
校
主
催

「
社
会
知
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
―

ま
つ
ど

今
昔
物
語
―
」

▽
日
時
∥
７
月
２１
日
（
日
）

１３
時
～
▽
会
場
∥
松
戸
市
民

会
館

ホ
ー
ル
▽
講
師
∥
田

中
禎
昭
氏
（
昭
６１
文
、
墨
田

区
立
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料

館
専
門
員
）
／
湯
浅
治
久
文

学
部
教
授
／
山
田
順
子
氏

（
昭
５１
文
、
時
代
考
証
家
）


学
長
室
企
画
課
「
社
会
知

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
係
」
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
２
５
２

Ｋ
Ｓ
（
川
崎
・
専
修
）
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ

デ
ミ
ー
特
別
講
演
「
楽
し
く

学
べ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
」

▽
日
時
∥
７
月
２１
日
（
日
）

１３
時
～
▽
会
場
∥
生
田
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
▽
講
師

∥
川
名
和
美
本
学
兼
任
講
師

（
高
千
穂
大
学
教
授
）


大
学
院
事
務
課
「
Ｋ
Ｓ
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア

カ
デ
ミ
ー
係
」
☎
０
４
４
・

９
２
２
・
９
３
８
４

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
社
会
関
係
資
本
研
究
セ

ン
タ
ー
主
催
国
際
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
「
東
ア
ジ
ア
の
社
会

関
係
資
本
を
探
る
―
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
社
会
的
信
頼
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
観
点
か

ら
―
」

▽
日
時
∥
７
月
２７
日
（
土
）

１０
時
～
１７
時
１５
分
▽
会
場
∥

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
７
３
１
教

室
▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
∥
各
地
域

か
ら
の
報
告
／
本
研
究
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
分
析
／
パ
ネ
ル

・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン


社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
事
務
課
☎
０
４
４
・
９

１
１
・
１
３
４
７

商
学
研
究
科
・
東
京
信
用
保

証
協
会
共
同
公
開
講
座
「
地

域
と
共
生
し
地
域
を
育
て
る

中
小
企
業
の
経
営
戦
略
」

▽
日
時
∥
８
月
３
日
（
土
）

１３
時
～
▽
会
場
∥
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
７
３
１
教
室
▽
講
師

∥
渡
辺
達
朗
商
学
部
教
授
／

萩
原
ひ
と
み
氏
（
㈱
ホ
テ
ル

精
養
軒
・
代
表
取
締
役
社
長
）


東
京
信
用
保
証
協
会
経
営

支
援
部
経
営
支
援
統
括
課
☎

０３
・
３
２
７
２
・
２
２
７
６

６
月
８
日
、
立
正
大
学
大

崎
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ユ
ー
ラ
シ

ア
研
究
所
主
催
セ
ミ
ナ
ー

「
当
世
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
若
者

気
質
―
学
生
交
流
を
通
し
て

―
」
が
開
か
れ
た
。

本
学
の
今
井
雅
和
経
営
学

部
教
授
（
同
研
究
所
運
営
委

員
）
が
司
会
を
務
め
、
会
員

ら
約
３０
人
が
参
加
す
る
な

か
、
本
学
の
佐
竹
弘
靖
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
教
授

が
、
中
央
ア
ジ
ア
の
国
々
を

訪
れ
学
生
交
流
を
行
っ
て
い

る
佐
竹
ゼ
ミ
の
活
動
に
つ
い

て
報
告
を
行
っ
た
。

同
ゼ
ミ
は
「
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
を
歩
く
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
教
養
ゼ
ミ
。
現
地
の
学
生

と
の
交
流
を
目
的
に
、
２０
年

間
で
約
１５
カ
国
を
訪
問
し
て

き
た
∥
本
紙
５
１
２
号
既

報
。佐

竹
教
授
は
「
ゼ
ミ
生
は

訪
問
に
向
け
て
、
そ
の
国
の

歴
史
や
風
土
な
ど
を
丹
念
に

調
査
・
研
究
す
る
。訪
問
先
は

日
本
語
学
科
な
ど
で
日
本
語

を
学
ぶ
学
生
を
選
ん
で
い
る

の
で
、
相
手
の
学
生
に
と
っ

て
は
現
代
の〝
若
者
こ
と
ば
〟

を
話
す
学
生
と
直
接
触
れ
合

う
機
会
と
な
る
」
と
双
方
の

メ
リ
ッ
ト
を
解
説
。
ト
ル
ク

メ
ニ
ス
タ
ン
や
ア
ル
メ
ニ
ア

で
の
交
流
の
様
子
を
ス
ラ
イ

ド
や
動
画
で
紹
介
し
、「
交
流

を
経
験
し
た
学
生
が
社
会
に

出
て
、
日
本
と
中
央
ア
ジ
ア

の
国
々
と
の
友
好
が
深
ま
れ

ば
う
れ
し
い
」
と
結
ん
だ
。

＊
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
所
∥

ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
に
関
心
を

持
つ
各
分
野
の
研
究
者
と
市

民
を
つ
な
ぎ
、
同
地
域
に
つ

い
て
の
冷
静
で
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
認
識
を
共
有
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
機
関
。

研
究
助
成
に
採
択

奥
瀬
喜
之
商

学
部
教
授
∥
写

真
∥
の
研

究

「
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
に
お
け
る
価
格
設
定
に

関
す
る
実
証
研
究
」
が
、
日

本
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
学
会
よ

り
第
１０
回
研
究
助
成
に
採
択

さ
れ
た
。

佐竹教授が講演

◆
The
寺
子
屋
１１
―
初
級
・
中
級
―

メ
キ
シ
コ
の
貧
困
対
策
紹
介

「
転
換
期
の
新
興
国
経
済
」

狐
崎
教
授
講
演

古文書解読に挑む

■

シルクロードの学生と交流

開

公

座

講

●「人文研」で報告会

７
、８
月
の
予
定

日本最古の平仮名発見

▲ 藤原良相邸遺構

発掘調査の詳細

な報告を聴く

◀ 解説をする京都

市埋蔵文化財研

究所の丸川氏

発掘調査の全貌
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